
前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

工 事 名 称１

２

３

工 事 場 所

工 事 範 囲

章 特　記　事　項章 項　目 特　記　事　項

１ １

【１】工 事 概 要
①　適用基準

解　体　工　事　特　記　仕　様　書 項　目

等 （１．２．１４） ○　現場において再利用を図るもの、再資源化を図るもの。（　　　　　　　　）

○　指定副産物の搬出

④　発生材の処理

種　類

指定処分地

コンクリート類 アスファルト類

自由処分

木 材 類 鉄 類

処分業者

（１．２．１４）

処理を行うアスベスト成形板の仕様

種　　類 種　　類厚さ（mm） 厚さ（mm）

の登録

○　適用しない※　適用する

（１．１．１３）

② 工事実績情報

※自由処分（最寄りの再資源化施設へ搬出すること　。）

※構外搬出適切処理

○　特別管理産業廃棄物の処理

　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

※産業廃棄物管理票（マニュフェスト）制度により、適正な処理を行うこと。

※産業廃棄物の処理を委託する場合は、運搬と処分についてそれぞれの許可業者と処理委

託料を記載した「処理委託契約書」により委託契約すること。

形板の処理

アスベスト成形板

●　指定副産物以外の搬出

⑤　産業廃棄物

運搬車両の表

示等

※自己（社）運搬の場合

収集運搬車両の両側面に鮮明に識別しやすい文字の色で次の内容の表示をおこなうこと。

・「産業廃棄物運搬車」の文字（　同　１４０ポイント以上（５ｃｍ以上））

収集運搬車両は、次の内容が記載された書面を備え付けること。

・事業者の氏名又は名称（　同　９０ポイント以上（３ｃｍ以上））

・「氏名又は名称及び住所」、「運搬する産業廃棄物の種類及び数量」、「運搬する産

業廃棄物の積載日」「積載した事業者の名称、所在地及び連絡先」「運搬先の事業

場の名称、所在地及び連絡先」

※許可業者に運搬を委託する場合

収集運搬車両の両側面に鮮明に識別しやすい文字の色で次の内容の表示がされている業者

に委託すること。

・「産業廃棄物運搬車」の文字（JISZ8305　１４０ポイント以上（５ｃｍ以上））

・産業廃棄物収集運搬業の許可証の写し

・統一許可番号（下６桁）（　同　９０ポイント以上（３ｃｍ以上））

・許可業者の氏名又は名称（　同　９０ポイント以上（３ｃｍ以上））

・産業廃棄物管理票（マニフェスト）

※提出資料

収集運搬車両に次の書面が備え付けられている業者に委託すること。

工事完成時に産業廃棄物の収集運搬車両への表示状況が確認できる写真を提出すること。

⑥　産業廃棄物税 平成１７年４月１日より「京都府産業廃棄物税条例」に基づき導入される産業廃棄物税（以

下「産廃税」という。）は、京都府内の最終処分施設に搬入される産業廃棄物について課税

されるものである。また、中間処理施設に搬入された産業廃棄物においても、リサイクル後

の処理残滓等が最終処分場に搬入される場合は、最終処分場に搬入される量に対して課税さ

される。なお、本工事においても、産廃税相当額を見込んでいる。

（１．２．４）

※　建築物解体工事共通仕様書
※　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）
○　建築工事標準詳細図
※　土木工事共通仕様書（案）

※　土木請負必携
※　土木工事施工管理基準

（監修：国土交通省）
（監修：国土交通省）
（監修：国土交通省）

（監修：国土交通省）
（監修：国土交通省）
（監修：国土交通省）

（監修：京都府）
（監修：京都府）
（監修：京都府）

総　則　編

【２】適用範囲 （１．１．５）

質問回答書、本特記仕様書、設計図、解体工事仕様書、標準仕様書、改修工事仕様書に示す範囲とする。

全ての設計図書は、相互に補完するものとし、相違がある場合は、上記の順番を優先順位とする。上記の

をいう。（以下、これを「解体共仕」という。）解体共仕に記載されていない事項は、公共建築工事標準

府」の適用を受けるものとする。

本書に特に記載のない事項にあっても、すべて、「解体共仕」の適用を受けるものとする。

【３】関係法令等の遵守

工事の施工にあたっては、工事請負契約書・建築基準法・建設業法・労働基準法・労働安全衛生法・廃棄

物の処理及び清掃に関する法律・建設リサイクル法・石綿障害予防規則・大気汚染法・建設副産物適正処

理推進要綱・建設工事公衆災害防止対策要綱等の関係法令を守り行う。

処理を行う範囲

○全ての室

※図示（撤去建物毎に種別を確認）

施工調査

（１）アスベスト成型板使用部位の確認

記載上の成形板及びその使用範囲以外についても監督職員と協議の上確認を行

うこと。

（２）アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

（３）アスベスト成形板使用数量の確認

（４）施工範囲等の確認

確認方法

※整形板の製造年等の確認（確認が出来ない場合は分析による確認を行う。）

○X線解析法

○分析

処理方法

※「非飛散性アスベスト廃棄物の取り扱いに関する技術指針」に従いあらかじめ処理計

画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

⑩　建設工事保険 ※工事に先立ち、建設工事保険に加入すること。

（１．２．３） 監理技術者と同様、請負者と直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任しなければな

※本工事の施工あたっては、請負契約書第１０条に基づく現場代理人は、主任技術者又は⑪　現場代理人

等の作成・提

（１．２．１２） ばならない。

施工体制台帳（下請契約書等添付）及び施工体系図を作成し、監督職員に提出しなけれ

※請負者は、請負金額３千万円以上の（建築一式工事４千５百万円以上）の工事について、

⑬　施工図等の取扱い ※施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲される。

⑭　実施工程表
（１．２．１）

1)　工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。

2)　契約書の規定に基づく条件変更等により、実施工程表を変更する必要が生じた場合は、

員の承諾を受ける。

施工等に支障がないよう実施工程表を遅滞なく変更し、当該部分の施工に先立ち、監督

3)　2)によるほか、実施工程表の内容を変更する必要が生じた場合は監督職員に報告すると

　　ともに、施工等に支障が生じないよう適切な措置を講じる。

4)　監督員の指示を受けた場合は、実施工程表の補足として、週間又は月間工程表、工事別

　　工程表等を作成し、監督員に提出する。

⑮　施工計画書
（１．２．２） 員に提出する。

1)　工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し、監督職

2)　品質計画、一工程の施工の確認を行う段階及び施工の具体的な計画を定めた工種別の施

　　工計画書を、当該工事の施工に先立ち作成し、監督職員に提出する。ただし、あらかじ

　　め監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。

3)　2)の施工計画書のうち、品質計画については、監督職員の承諾を受ける。

4)　施工計画書の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、施工

⑯　施工中の安全確保

　　及び環境保全
（１．３．６）

（１．３．９）

1)　建築基準法、建築工事に係る資材の再資源化などに関する法律、労働安全衛生法、環境

基準法、騒音規正法振動規正法、大気汚染防止法その他関連法令集等によるほか、建設

工事公衆災害防止対策要領及び建設副産物適正処理推進要綱に従い、工事の施工に伴う

災害の防止及び環境の保全に努める。

また、工事に伴い発生する廃棄物は選別等を行い、リサイクル等再資源化に努める。

　　留意し、現場管理を行い、災害及び事故の防止に努める。

2)　施工中の安全確保に関しては、建築工事安全施工技術指針を参考に、常に工事の安全に

3)　工事現場の安全衛生に関する管理は現場代理人が責任者となり、建築基準法、労働安全

　　衛生法、その他関連法令等に従ってこれを行う。

4)　気象予報又は警報等について常に注意を払い、災害の予防に努める。

5)　請負者の責任費用負担で、騒音、振動、粉塵、臭気及び大気汚染又は、水質汚濁等の影

　　響が生じないようにすること。また、万が一生じた際は、請負者の責任費用負担で対処

　　すること。

⑰　管理技術者及び

　　主任技術者

※　建設業法第26条に定める主任技術者又は監理技術者は、その資格を証明する資料を監督

　　職員に提出して承諾を受けること。（指定建築業監理技術者資格証明書等）

⑱　工事の記録
（１．２．３）

※　監督職員が指示した事項又は協議した事項について記録し、監督職員に提出する。また、

⑲　竣工図等 ※　解体分の残地部分を含めた配置図及び地盤の縦横断面図を一部提出すること。

⑳　工事工程報告 ※　月報は毎月20日に〆め、同月25日までに提出する。

設計図書による

（１．１．３）

別契約の施工上密接に関連する工事との取り合い部分が発生する場合は、十分打合わせの上解体
を行うこと。

【４】工事区分

一
般
共
通
事
項

一
般
共
通
事
項

京丹波町

共栄建設

２．項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

３．特記事項は、●印の付いたものを適用する。●印の付かない場合は、※印の付いたものを

ののみ適用する。

適用する。※印と●印の付いた場合は共に適用する。※印が抹消された場合は、●印のも

１．設計図書による。設計図書に記載されていない事項は、「標仕」のほか別記の適用基準に
よる。

４．項目及び特記事項に記載の（　）内表示番号は「解体共仕」の当該項目、当該図又は当該表

を示し、［　］内表示番号は［改修標仕］の当該項目、当該図又は当該表を示す。

【５】工事仕様

⑦　技能士

（注：監修欄「国土交通省」は国土交通省大臣官房庁営繕部を示す）

受注時、変更時、完了時の各時点において、工事請負金額が５００万円以上の工事について工

事実績情報システム（CORINS）に基づき、「工事カルテ」を作成し、監督職員の確認を

受けた後、契約締結後１０日以内、変更事項の確定日から１０日以内、工事解体検査後１０日

以内に（財）日本建築情報総合センター（以下JACICという）に工事実績情報として「工

事カルテ」を作成し、フロッピ－ディスクにより提出しなければならない。また、日本建築情

（ただし、期間には、土曜日、日曜日、祝日等は含まない。）

の提出

（１．２．１４）

※　再生資源利用促進計画書、再生資源利用促進実施書を提出する。③　処理計画書等

※　残土及び廃棄物処理計画書、残土及び廃棄物処理報告書を提出する。

（CREDAS入力及び集計システムで作成し、FDにて提出すること。）

※アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う

調査結果は図面により記録し監督職員に提出すること。

仮設工事　　　　●とび工事

※　公共建築改修工事標準仕様書
※　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）
※　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

６ｍｍ ２ｍｍ

⑨　交通整理員　

　　等に支障が生じないよう適切な措置を講ずる。

　　する。

　　監督職員が指示する工事写真、見本品、試験成績書等その他必要な資料は整備して提出

※　日報は監督職員の指示による。週報は毎週（月）曜日に提出する。

報センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督職員に提出しなければならない。

12　施工体制台帳

○石綿板

・建物解体除却工事

・撤去跡地整地工事

・植木伐採撤去除根工事

船井郡京丹波町　篠原　地内

解体工事特記仕様書　ＮＯ．１

京丹波町

京都環境保全ｾﾝﾀｰ

１

本工事の施工にあたって、土木工事にあっては、「土木工事共通仕様書（案）平成２２年４月監修：京都

平成２２年版

平成２２年４月
平成２２年４月
平成２２年４月
平成２２年版
平成２２年版
平成２２年版

⑧　アスベスト成

仕様書（平成２２年版）（以下、これを「標仕」という。）による。

平成２４年版

平成２２年版

現場説明

●石綿波形スレート板

※（給食棟、プロパン庫、器具庫、倉庫、の屋根材）（給食棟の天井）

解体工事共通仕様書とは、国土交通省大臣官房庁営繕部監修建築物解体工事共通仕様書（平成２４年版）

●　引き渡しを要するもの（　　　　　　　　）

平成24年度　町有施設解体工事

平成２４年度　旧和知第二小学校解体工事

福知山市

近畿環境開発

福知山市

京都環境保全ｾﾝﾀｰ

※交通整理員Ｂ　５５人



前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

共済制度

章項　　　目 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項 章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項

①　屋外電気設備

②　屋内電気設備

③　屋外機械設備

④　屋内機械設備

※解体する建築物の周囲の設備調査の結果、関西電力・ＮＴＴの不要となる支柱及び

※建物に取付られている照明器具は、事前に取り外し場内に分別集積の上、適切に

※建物に露出配管されているガス管及び給湯器は、事前に撤去する。

処理すること。

※請負者は、工事完成時に建退共運営実績報告書を提出しなければならない。

（１．２．１０）

※「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成３年１０月８日付け建設省経機発第２４９号」

５３６号）」第２条第１項の規定に基づき指定された建設機械を使用すること。

または、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する指定（平成９年建設省告示第１

ただし、京都府告示第５００号に基づき「騒音規制法に基づく地域の指定」を除く地域

なお、上記建設機械であることを確認できる写真を撮影し、監督職員に提出すること。

又は、これにより難い場合は監督職員と協議すること。

※工事写真の撮り方（改訂２版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）によるほ

（１．８．１） かは監督職員の指示による。

※下記のものを監督職員に提出する。

原版の大きさ(mm）部数（ネガ１枚につき） 分類・規格

※カラーサービス版着工前 ※２４×３６以上

工事中 ※１　　○ ※カラーサービス版 ※２４×３６以上

屋内 ※２　　○ ※２４×３６以上※カラーサービス版

（　　）箇所 ○６０×７０以上

外観 ※カラーサービス版 ○２４×３６以上

※６０×７０以上（　　）箇所

○カラーキャビネ版

○カラーパネル版切

規格等は工事写真の撮り方（改訂２版）による。

※１　　○

※２　　●１

21　建設業退職金

22　建設機械

23　工事写真

※解体工事にあたっては、事故防止を図るため「建築物の解体工事における外壁の崩落など

第４号）」のほか関連する法令、指針を遵守すること。

公衆災害防止対策に関するガイドライン（平成１５年７月３日国総建第１０４号、国住防

※解体工事にあたっては、建設資材ごとに分別解体を行うこと。

（コンクリート、アスファルト・コンクリート、木材（解体木など）、その他混合廃棄物）

所へ移送する。

※ＰＣＢを含有する設備を解体する場合は、技能者が撤去し梱包の上、ラベルを貼り保管場

※ＣＣＡ処理木材（土台及び大引き等）を解体する場合は、その他の資材と混合しないよう

分別をし、適正な処理施設へ搬出すること。

②　解体作業等

※建物躯体は、内装材などの撤去がすべて完了した後に解体を行う。

による。

いて文章にて報告すること。

※施工に先立ち、下記の事項について事前調査を行う。

４．建築物への水道引込管、電気引込線、及びガス引込管等の埋設存置状況

５．各分別品目の発生量の予測

６．各分別品目の撤去・保存方法

①　事前調査

※騒音規制法、振動規制法その他関連法令にに従い、災害及び公害の防止に努めること。

※解体材の破片及び粉塵の飛散を防止するため、シート類または防網などによる養生、仮囲

いを行うとともに、散水などの処置を行うこと。

※第３者からの苦情申出があったときは、遅滞なくその内容について監督職員に報告するこ

と。

①　一般事項

との連絡体制等）

２．分別解体・再資源化等管理実施計画（下請業者への指導体制、再資源化事業者など

３．各分別品目の存置状況及び発生見込量

１．工事施工上の対策（騒音・振動、防塵その他の対策に係る検討）

４．施工手順及び施工手順ごとに発生する分別品目の種類

５．各分別品目に係る解体・保管方法

６．保管スペースの計画図

７．各分別品目に係る搬出および再資源化等の方法

※施工に先立ち、下記の事項について工事計画書を作成し、監督職員に提出すること。

策定

①　工事計画の

８．有害物質の適正処理計画

９．使用機械

１
　
一
般
共
通
事
項

８
　
そ
の
他

６
　
家
屋
調
査

３
　
事
前
調
査

５
　
解
体
工
事

４
　
工
事
計
画

○

○工事写真の撮り方（改訂２版）建築編

面積

○　100㎡程度　

○　65㎡程度　○　35㎡程度　○　20㎡程度　

（１・３・４）

（１・３・４）

の備品等

２　監督員事務所

○共仕（平成１６年度版）　　　○共仕解説書（平成１３年度版）

○　　　　　○　　　　　○

○衣類ロッカー　　○冷暖房機器　　○消化器　　○湯沸器　　○掃除具　　○

○ゴム長靴　　○雨かっぱ　　○保護帽　　○懐中電灯　　○加入電話の付属電話機

○机　　○いす　　○書棚　　○黒板　　○製図板　　○掛時計　　○温度計　　

（１・３・１）

③　工事用水

（１・３・１）

※図示　　　○

（１・３・５）

※500×1800　　○

表示板

（１・３・１）

る足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり先行

専用足場型とするか、または改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能

を確保するものとする。

⑦　足場その他

15年４月策定）により、設置については同ガイドラインに基づく働きやすい安心感のあ

※枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省平成

設備

⑧　災害防止用

※安全を必要とする場所には、監督職員の指示に従い標識、夜間の安全灯等を設置するこ

と。

２
　
仮
設
工
事

③　廃棄物の処理 ※解体材の処分にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「資源の有効な利

用の促進に関する法律」、「建設副産物適正処理推進要綱（平成５年１月１２日建設省経

建発第３号）等の関係法令に従って適切に行う。なお、解体材の再資源化など及び処理に

の承諾を受ける。

ついては、監督職員の検査（確認を含む）及び立会いを受け、その結果について監督職員

④　樹木 ※解体に支障となる樹木については監督員と協議の上伐採、除根を行う。

⑤　整地、埋戻、

　　盛土

⑥　建設発生土の

　　処理

⑦　その他 ※解体中は常に散水を行い、粉塵等が生じない様にする事。

※建築物内部及び敷地内に存する残置廃材、備品、設備機器等の撤去も工事範囲とする。

※既設電気配線・電話配線・ガス管・水道管・下水道管等の撤去は、供給者と調整の上、端

　末処理等を行うこと。

※周辺環境に損傷・汚損を生じた場合は、請負者の責任で現状復旧すること。

完
成
時

○完成写真撮影業者は、監督職員の承諾する撮影業者（建築写真専門業者）とする。

※施工に先立ち、関係機関に手続きのうえ撤去工事を行う。

項　　目 届　出　先　等 

公害に関すること（特定建設作業）

交通に関すること

道路占用（使用）に関すること

火災予防に関すること

地下埋設物、地上（架空）施設に関すること

発生材廃棄に関すること 市町

建設工事に係る資材の再資源化等に関する

法律第１１条の規定による解体工事通知書

（建設リサイクル法該当時のみ）

市町

所轄警察署

道路管理者、所轄警察署

所轄消防署

※各事項について、「計画・調査」の報告書を着工前に提出すること。

所轄土木事務所

市町、ＮＴＴ、関西電力等

24　諸官庁等への

25　近隣への連絡等 ●工事概要・工程等を事前に説明して協力を求めること。

④　工事用電力

⑥　現場における

⑨　安全標識等

１．建物解体工事に係る敷地の配置状況

２．周辺状況

３．各分別品目の棟内存置状況

理に係る対応策の検討

７．有害物質（アスベスト成形板、石綿管、ＰＣＢ等）の存置状況及びこれらの適正処

８．各分別品目の現場内保管スペースの確保に係る検討

（便槽の撤去に先立ち、溜り水の処分、清掃を行ったあとに埋戻すこと。）

上記の処理後、宅地内の給水管等は、堀上撤去する。

※給水管、下水管の撤去に際しては、京丹波町水道課と打ち合わせの上撤去工事を行うこと。

※工事用副産物は、指定した搬出先に処分すること。

⑤　その他

※交通対策・騒音・粉塵・振動・汚染排水等により、通行者及び近隣住民に迷惑のかからない

　よう十分配慮すること。

※安全災害防止対策等

　①工事用車両（関係車両全て）の進入・退出は、ステッカー貼付け等により工事関係車両で

　　あることを明らかにすること。

　②工事車両等の進入・退出・停車等にあたっては十分な注意を払い、通行者等の安全を第一

　　に図ること。

　③資材の搬入・搬出時には必ずシート等にてカバーし、土砂・ｺﾝｸﾘｰﾄ殻等が飛散しないよう

　　注意するとともに、タイヤ等に付着した土砂によって道路汚損等ないように適切な管理に

　　努めること。道路等を汚損した場合は速やかに清掃等の復旧を行うこととし、工事期間中

　　の進入路・退出路にかかる維持管理（舗装・構造物等の保護養生及び補修等）は請負者で

　　行うこと。

　④工事により周囲の建物や工作物に汚損等が生じた場合は、請負者の責任で誠意を持って解

　　決に努めること。

　⑤休日及び作業時間

　　行政機関の休日に関する法律に定める行政機関の休日（以下１から３項）及び以下４項の

　　期間には、工事の施工を行わない。ただし、設計図書に定めのある場合又はあらかじめ監

　　督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　　　１　日曜日及び土曜日

　　　２　国民の祝日に関する法律に規定する休日

　　　３　１２月２９日から翌年の１月３日までの日（前号にあげる日を除く。）

　　　４　現場周辺の行祭事の期間

　　　　　　　　騒音・振動を伴う場合　午前８時３０分～午後５時００分

　　　作業時間　平日一般　　　　　　　午前８時３０分～午後５時３０分

　　　　　　　　大型車の出入り　　　　午前８時３０分～午後５時００分

○着工前及び工事中の工事写真に限り、デジタルカメラ使用を可とする。この場合の

○完成写真は、ネガとも提出とする。

構内既存の施設　　●利用できない　　○利用できる　（※有償　　○無償）

構内既存の施設　　●利用できない　　○利用できる　（※有償　　○無償）

※解体工事にあたっては、構造物の基礎を全て撤去する。

し出を受けた場合は、当該所有者等に係る調査は、実施しないこと。また、経過につ

①　事前調査

②　事後調査

※解体する建築物の周辺家屋及び構造物等について、工事施工前に監督職員立会いの元確認

を行い、その結果を報告書として提出する。

○共通仕様書については、「用地調査等共通仕様書（近畿地区用地対策連絡協議会）」

○成果品の提出物は、調査写真、建物図面、建物調査書、工作物調査書、その他とする。

※調査は建築物の内部、外部とも実施すること。なお、建築物所有者から調査辞退の申

　　※工事完了後も同様に立ち会い確認を行なったあと報告書を提出する。

○調査対象家屋は、１事前調査で指示した図面のとおりとする。

○調査内容及び成果品等については、１事前調査と同様とする。

○　10㎡程度　１　監督員事務所

5　仮囲い等

○養生用金網枠　　●防炎シート　　○安全ネット　　

○防護シート　　　○防音パネル　　○

○埋戻　　○盛土　　●地均し

○砕石敷き（RC-40）

　受入場所　※

解体工事特記仕様書　ＮＯ．２
２

●調査対象家屋は、隣接建物とおりとする。

●調査は、周辺状況を確認し、事前に写真等で提出すること。

●成果品は、各１部提出とする。

　配線類は、請負業者の責任により撤去処分とすること。

※給水管は事前に調査を行い、不要部分については町上水道と切り離す。

○構外指示の受入場所に処分

平成24年度　町有施設解体工事



前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章

内

装

改
修

工

事

① 接着剤

接着剤に含まれる可塑剤

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量　JＩSで定める

ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

（壁紙用）

（木工用）

※

※

ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもので規格品

ﾌﾀﾙ酸-ﾌﾞﾁﾙ等を含有しない、難揮発性のもので規格品

※

※

F☆☆☆☆

含有量の少ない規格品

○ 大臣認定品

壁紙、タイルの接着に使用する接着剤

木れんが、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ、ｶｰﾍﾟｯﾄ、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、ﾎﾞｰﾄﾞ類、合板、

2 他の部分との

取り合い等

既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁、床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※

○

※

○

○

※

○

○

壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。

図示

範囲

壁面より両側600㎜程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。

図示

範囲

既存のまま。

図示

範囲

（

（

（

）

）

）

仕上げ

仕上げ

仕上げ

（

（

（

）

）

）

(6.1.3)

3 既存床の撤去等

(6.2.2) ○ ビニル床シート等

種　　　別 　工　　　法 施　　工　　箇　　所

○

○

○

○

コンクリート・モルタル面の下地処理

改修後の床の清掃範囲

合成樹脂塗床材

フローリング張り床材

床タイル

床組

※

○

仕上材の張付けに支障となる著しいひび割れ及び欠損部の補修は、監督職員と

協議する。

改修棟全面 ○

○

○

改修室全面

機械的除去工法

目荒し工法

○ 改修部分のみ ○ 別図に示す範囲

○ 下地ﾓﾙﾀﾙの撤去

○ 図示 ○

4 既存壁の撤去等

(6.3.2) ※

間仕切壁撤去に伴う構造体の補修

改修標仕6.3.2(a)(5)による ○

木下地等

～

(6.5.2)

(6.5.6)

表面仕上げの程度 ○ Ａ種 ※ Ｂ種 ○ Ｃ種

造作材

構造材

下地材

※ Ａ種(20%以下) ○ Ｂ種(25%以下)

※ ○

○※ Ａ種(15%以下) Ｂ種(20%以下)

Ａ種(15%以下) Ｂ種(18%以下)

含水率

5

保存処理木材 ○ 使用する（使用箇所 ）

品質の基準

※

○

上小節 ※

○

構造材

小節 ※

○

(見隠れ部)柱（見掛り部）梁（見掛り部）

図示 ※

○

造作材

Ａ種

Ｂ種

(表6.5.3) 

※

○

下地材

図示

使用木材のうち杉、ひのきについては京都府内産木材とする。

代用樹種 ※

○

可(表6.5.4)　(上記府内産木材の他特記されているものは不可)

不可

○

　　京都府地球温暖化防止活動推進センター

　　TEL：075-211-8895　URL：http://www.kcfca.or.jp/wood/index.php

　　　 詳細は上記URLを参照すること。

　証明書及び計算書の発行に係る手続きについては次の機関による。

○ 工事完成までに、京都府内産木材の産地証明書を提出すること。

工事完成までに、京都府内産木材証明書及びｳｯﾄﾞﾏｲﾚｰｼﾞCO2計算書を提出すること。

　　注)証明書は製材所、流通業者の全てが取扱い事業体でなければ発行されない。

章

内

装

改
修

工

事

項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章

内

装

改
修

工

事

○ 構造用集成材

使用箇所 強度等級 寸法材面の品質 樹　 種接着性能

○１種　※２種　○３種

○ 構造用単板積層材

使用箇所 曲げ性能 水平せん断性能 樹種名接着性能 厚さ

○ 造作用集成材

使用箇所 樹種名 寸法見付材面の品質

※１等　　○２等

○ 化粧ばり造作用集成材

使用箇所 見付材面の品質 化粧樹種名 化粧板厚 寸法

※１等　○２等

表面の品質

○ 造作用単板積層材

使用箇所 防虫処理 厚さ

※天然木化粧加工　○塗装加工　○加工しない

集成材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄの放散量

床張り用合板

押入れ、物入れ等の床

畳床下地材及びフローリング張り等の下地材

JASで定める

※

接着の程度

構造用合板(針葉樹)

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用並びに非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋ

※

※

F☆☆☆☆

１類 ○

接着の程度

※

２類

普通合板（国内産樹種表面材）

○ F☆☆☆

※ １類２級

○

※

○

針葉樹

広葉樹

表面の品質

※

○

C-D

１等 ※

※

２等

C-D

ﾄﾞを放散しない塗料使用(単板積層材に限る)とする

板面の品質

合板類のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

JASで定める

非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

※ F☆☆☆☆ ○

※

F☆☆☆

使用する

○

○ 使用しない

防腐、防蟻及び防虫処理

※

※

※

防蟻処理

防虫処理

木材保存剤（防腐、防蟻処理）は、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等を含有しない非有機ﾘﾝ系とする。

木材保存剤（防腐、防蟻処理）にクレオソートは使用しない。

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ・MDFのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の放散量

JASで定める ※ F☆☆☆☆ ○ F☆☆☆ ○

防腐剤の種類及び品質 （ ）

処理の方法は工場における加圧とし、十分に乾燥を行う。ただし現場における加

工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて木材保存剤を2回塗布する。

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ15㎜　曲げ強さ・接着剤の区分

○ １３Pﾀｲﾌﾟ又は13Mﾀｲﾌﾟ ○

軽量鉄骨天井

下地 (6.6.2)

野縁等の種類 屋内

屋外

※

○

19型

19型

○

※

25型

25型

(表6.6.1)

～

(6.6.4)

屋外の野縁受け・吊りボルト・インサートの間隔(㎜) （ ）

（ ）

（ ）

屋外の周辺部の端からの寸法(㎜)

屋外の野縁の間隔(㎜)

6

既存の埋込みインサートの使用

あと施工アンカーの引抜き試験

※

○

○

再利用しない

行う

行わない

（ 箇所以上、 　

○ 再利用する

N/箇所 ）

屋外のはずれ留め補強 ※ 有り ○ 無し

吊りボルト間隔が900㎜を超える場合の補強方法

天井下地材における耐震性を考慮した補強

屋外の軒天井、ピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強

○

○

有り

有り

○

○

無し

無し

軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナー等の種類

※ 表6.7.1におけるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に応じた種類 ○

(表6.7.1)7

(6.7.3)

スタッドの高さが5mを超える場合

※ 図示 ○

※

※

行う

行う

（範囲：

（範囲：ラワン材等

） ○ 行わない

○「製材の日本農林規格」による保存処理K1)

○ 行わない

心材樹種名

(単一針葉樹)

※ 図示 ○

○8 ビニル床シート､

ビニル床タイル

及びゴム床タイル

張り(6.8.2)

ビニル床シート

施工箇所工　法色　　柄厚さ(㎜)記号種　　　　　　類

単層ビニル床シート

複層ビニル床シート

旧JIS記号

ＮＭ

ＰＦ

ＮＣ、ＮＦ、

ＮＯ

ＤＣ、ＤＦ、

ＤＯ、ＰＯ

ＴＳ

ＦＳ

ＨＳ

ＫＳ

○

※

○

○

発泡複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

クッションフロア

※ 仕上表

による

※ 熱溶接※ 無地※ 2.5

○

○ 2.0

○ マーブル

区分

発
泡
層
無

発
泡
層
有

屋
根

及

び
と

い

工
事

項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 章

○ ビニル床タイル

厚さ(㎜)記号種　　　　　　類 旧JIS記号

○

○

2.5

○

2.0

区分

○

品 質 ・ 規 格

○

※

○

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

単層ビニル床タイル

置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

○複層ビニル床タイル

ＫＴ

ＴＴ

ＦＯＡ

ＦＯＢ

ＣＴ、ＣＴＳ

－

ＨＴ

ＨＴＬ

－

ＦＴ

接
着
形

置
敷
形

○

○

帯電防止床シート

帯電防止床タイル

種　　　　　　　　類

※

○

性　　　　　　　　　　　　能

体積抵抗値  1.0×10 9 Ω以下 

　　厚　　さ　　（㎜）

○ 帯電防止床タイル

○

○

○

塩化ビニル系

レジンコンクリート系

磁器又はせっ器質タイル

種　　　　　　　　　　類

※

○

○

３００㎜角

１５０㎜角

　　寸　　　　法　　　　（㎜）　　厚　　さ　　（㎜）

○

○

種　　　　　　　　　　類

○

　　厚　　さ　　（㎜）

○

備　考

○

○

誘導用、注意喚起用床材

耐動荷重性床シート

○ 軟質 ○ 硬質 ※ ○ ○ ○ ※

　　厚　　さ　　（㎜）

○

種　　　　　　類 寸　　　　法　　　　（㎜）

６０ ７５ １００ 1.5 2.0

品　　質　・　規　　格色　　　　柄 厚　　さ　（㎜） 寸　　法　（㎜）

カーペット敷き

(6.9.2)

○ 織じゅうたん

パイル形状 織り方 帯電性 施工箇所種別

○ 適用

○

○

ビニル幅木

ゴム床タイル張り

9

○

帯電性 施工箇所

タフテッドカーペット

パイル形状

○ 適用※ ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

ﾊﾟｲﾙ長さ(㎜) 工法

○ ニードルパンチカーペット

帯電性

適用○

厚さ(㎜) 施工箇所

○ タイルカーペット

※ 1種 ※ ループパイル

種別

※ 500×500

パイル形状

※ 6.5

寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 施工箇所

～

(6.9.4)

タイルカーペットの敷き方 平場部分 ※ 市松敷き ○

※ ○階段部分 模様流し

下敷き材 ※ JIS L 3204(反毛フェルト)の2号　呼び厚さ8㎜

○

見切り、押さえ金物 材質、形状等 ※

○

図示

○ 弾性ウレタン樹脂系塗床材合成樹脂塗床

※ 平滑仕上げ ○ 防滑仕上げ ○ つや消し仕上げ(6.10.2)

塗厚（㎜）○

○ エポキシ樹脂系塗床材

※ 薄膜流し展べ仕上げ ○ 厚膜流し展べ仕上げ（ ○ 平滑 ○ 防滑

○ 樹脂モルタル仕上げ ○ 平滑 ○ 防滑 ） ○ 防滑仕上げ(

）

塗料のホルムアルデヒド放散量 ※ ○F☆☆☆☆

(6.10.3)

薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

10

2 長尺金属板葺

(13.2.2)

　(13.2.3)

○

○

専門工事業者

※

瓦棒葺

平葺

屋根葺形式

※

材 料 の 種 類 等

製造所の指定業者とする

○

○

※ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

下　葺　材　料

 　(表13.2.1)

厚さ(㎜)

※ 0.4塗装溶融55%ｱﾙﾐ-亜鉛ﾒｯｷ鋼板※

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板○

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

1 性能 ※

満足させること。

本特記仕様書「１章 一般共通事項　4 風圧力及び積雪に対する性能」を

塗

装
工

事

屋
根

及

び
と

い

工
事

項　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

3 折板葺

(13.3.2)

※

形式による区分

山　　高　（㎜）

山ピッチ （㎜）

材料による区分

軒先面戸板

けらば変形防止材

断熱材張り　○行う

※

※

※

○

種類（

重ね形

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

鉄鋼製（上塗り ※折板色　○

○ はぜ締め形

耐　力

板厚（㎜）

）　厚さ（

○

※

）　防火性能（

○ 嵌合形 

○

○

）

無し

○ ｽﾃﾝﾚｽ鋼製

(表13.2.1）

）

0.6 0.8

３０分

有り(軒先面戸・換気面戸)

建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

※ 建築基準法に基づき定まる風圧力・積雪荷重に対応した工法を品質計画により定める。

4 粘土瓦葺

　(13.4.2)

種類、大きさ、産地等 ※ Ｊ型 ５３Ａ ○

○雪止め瓦の使用 ○ 有 無　(13.4.3)

役物瓦の種類

6 保証書 ※ 請負業者、屋根施工業者、屋根材料メーカーの連名による保証書を提出すること。

（保証年限：工事目的物引渡しより　10 年間以上とする。）

5 とい（雨水）

　(13.5.2)

　(13.5.3)

といの材種

掃除口

ルーフドレン

鋼管製といの防露

防露材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

○ 配管用鋼管

※

※

※

設ける

鋳鉄製

行う

（開放性のある自転車置場のといを除く）

（

○

○

施工箇所

ステンレス製

※

○

○

○

(表13.6.1)

）

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

（屋内といにＶＰ管は使用しない）

表13.5.4による

1

2

3

塗装業者

塗装材料

素地ごしらえ

(18.1.3)

(18.2.2)

～(18.2.7)

○

塗料のホルムアルデヒド等の放散量

塗料のトルエン、キシレン、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

木部

亜鉛めっき面

モルタル及びプラスター面

ｺﾝｸﾘｰﾄ及びALCパネル面

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

石こうボード及びその他ボード面

日本塗装工業会の会員 

監督職員の承諾する塗装業者  

JＩSで定める

　素　　　　　　　　　　　地

※ F☆☆☆☆

※

○

○

○

○

○

○

○

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

F☆☆☆

○

○

○

※

※

○

※

種　 　　　　　　　　別

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

※

○

○

○

○

○

○

※

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｃ種

含有量の少ない規格品

透明塗料の場合はB種とする

塗り工法に応じた節の規定による

塗り工法に応じた節の規定による

継目処理工法はＡ種とする。

備　　　　　　　　　考

(表18.2.1)～(表18.2.7)

鋼製建具等

Ａ種

錆止め塗料塗り

(18.3.2)

(18.3.3)

錆止め塗料の種別

塗面

鉄

鋼

面

亜鉛

ﾒｯｷ

面

種別

Ａ種

Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

屋外

－

※

○

－

屋内

○

※

○

○

鉛酸ｶﾙｼｳﾑさび止め

規格名称

(表18.3.1)～(表18.3.4)

○

※

鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め○○

※

変成ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾌﾟﾗｲﾏｰ

ｼｱﾅﾐﾄﾞ鉛さび止め 

水系さび止め

－

塗料種類

２種

１種

１種

－

塗装工程種別

鉄鋼面

※

その他

Ａ種 ○

※

Ｂ種

Ｃ種

　見掛かり部分

※ Ａ種 ○ Ｂ種

Ａ種 Ｂ種

　見隠れ部分

○ ※

備考

塗装工程

 (18.4.1)

工程の種別

記　号

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

ＤＰ 耐候性塗料塗り

(表18.4.1)～(表18.13.1)

名　　　　　 　　　　称 種　　　　別

NAD ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散型塗料塗り ○ Ａ種 ※ Ｂ種

Ｂ種※Ａ種○クリヤラッカー塗りＣＬ

鉄鋼面

○※ Ａ種 Ｂ種

○ ※ Ｂ種屋内

屋外
木部

Ｂ種※Ａ種○

Ｂ種Ａ種○ ○ Ｃ種

(ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面のみ)

上塗り ○ １級 ふっ素樹脂系等

保証年限

※ 請負業者と塗装施工業者又は事業協同組合の連名による保証書を提出すること。

※ ７年（鉄面を除く）、３年（鉄面）○ 　　　年

塗り

○ Ａ種

Ｂ種

ＥＰ-Ｇ

ＥＰ

ＥＰ-Ｔ

ＵＣ

ＯＳ

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り

オイルステイン塗り

ＷＰ 木材保護塗料塗り

仕　　上　　塗　　り　　の　　種　　別

※

○

つや有合成樹脂エマルションペイント

※

(表18.14.1)

(18.14.2)

○

○

○

○

Ａ種

Ａ種

Ａ種

Ａ種

※

※

※

※

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種※Ａ種○

○ ２級 シリコン系等

※ ３級 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系等

～(18.13.2)

屋内EP-G塗

屋内EP-G塗

－水系さび止め

２種鉛・ｸﾛﾑﾌﾘｰさび止め

○

6 マスチック塗材

5

4

鉄鋼面

内装改修工事特記仕様書　ＮＯ．１
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前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

側溝

75,800

屋内運動場

和知太鼓保管庫
校舎解体部分

給食棟解体分部

イ

85,400

118,800

105,800

10
1,500

9
9,

800

10
4,
50
0

85
,6
00

69
,8
00

58,200

3,
80

0

34,000

34
,7
00

17,8
00

11,700

53,000

14,200

20,800

29
,2
00

39
,0
00

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

ヌ

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

ヌ

 69,800 × 34,000　＝2,373.200

 58,200 ×  3,800　＝  221.160

 85,600 × 20,800　＝1,780,480

104,500 × 14,200　＝1,483.900 

 99,800 × 53,000　＝5,289.400 

101,500 × 11,700  ＝1,187.550

105,800 × 17,800　＝1,883.240

118,800 × 34,700　＝4,122.360

118,800 × 29,200　＝3,468.960

 85,400 × 39,000　＝3,330.600

合計 25,140,850 × 1／2 ＝ 12,570,425㎡

バックネット及びポール撤去

L=20m　H=3m

バックネット及びCB撤去

3,600

3,
80
0

3
,6

0
0

3,
00

0 2,
00

0
1,

00
0 CB5段積み

既存部分 解体部分

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

倉庫

バックネット詳細

配置図 敷地面積求積図

1/5

1/500 1/5

H24・１・30 敷地面積求積図配置図（教室棟）

96,000

器具庫

木製平均台撤去

ﾊﾞリケード

排水側溝　撤去

排水側溝　撤去

敷鉄板1524×3048

16,200

1
4,

40
0

植樹撤去

5,400

7,
20
0

ﾊﾞリケード

12
,6

00

外部足場

65,600

1200×800

32
,0
0
0

53,000

2
,7

00

側溝2
,7

00 植樹撤去1,
8
00

370
23070 70

30
0

23
0

7
0

側溝断面図

6
0

４

植樹撤去

敷地均し範囲を示す

敷地均し範囲を示す

1,893㎡

平成２４年度町有施設解体工事



前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

11
,5

2
09,

60
0

1,
9
20

1
,9
2
0

7
,6

80

1
6,

32
0

51,840

9,600 9,600 9,600 3,840 9,600 9,600

2,880 3,840 2,880 1,920 1,920

24,960

5,760

校長室兼職員室

放送室

玄関

玄関ﾎｰﾙ
図書室

6,
72
0

9,
60

0

4,
80

0

5,760

1
1,
5
20

9
,6
0
0

1,
92

0

1,
9
20

7,
68
0

51,840

9,600 9,600 9,600 3,840 9,600 9,600

1,920 1,9208,640 960

28,800 23,040

11
,5
2
09,

60
0

1,
9
20

和室

教室 教室

教室 教室

教室 教室

廊下
廊下

既存部分 解体部分

既存部分 解体部分

既存部分 解体部分

552.96㎡

552.96㎡

1,105.92㎡

２階　床面積

１階　床面積

延べ　床面積

9,900 9、000 23,000

52,540

10,640

12
,9

2
0

H24・１・30

1階　平面図

２階　平面図

屋根　平面図

1/200

（教室棟） 平面図

9,600 3,840

13,440

278.32㎡

129.02㎡

407.34㎡

831.28㎡

681.98㎡

1,513.26㎡

解体面積 既存面積 合　　計

面積表

５
平成２４年度町有施設解体工事



前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

手摺　L－50×50×4

屋根　ｾﾒﾝﾄ瓦

外壁　土壁の上板張り

外壁　土壁の漆喰塗り

外壁　土壁の上板張り

既存部分 解体部分

既存部分解体部分

廊下教室

教室 廊下

4,
1
00

50
0

7,680 1,920

3,
06

0
1,

0
40

3,
0
60

4
,1
0
0

2
,6

60

11
,
36

0

5

10

800 800

6,094
4,
1
00

50
0

9,600 1,920

5

10

4
,4

00
3,
1
40

12
,1

4
0

教室
廊下

教室
廊下

800 800

3,
0
60

1,
0
40

3,
06

0

7,168

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 野地板t＝15屋根

軒裏

外壁

巾木

樋

着色セメント瓦

杉板　ﾍﾟﾝｷ塗り

よろい下見板　上部漆喰塗り

豆砂利洗い落とし

鋼管　樋100φ

外部仕上表

H24・１・30

11,520 13,440 28,800 23,040

23,040 28,800 24,960

内部部仕上表

教室

床

巾木

板張りt＝20

木製　H=150

壁 板張りt＝15

天井 竿縁天井　ベニヤ板ｔ=6

和室

床

巾木

壁

天井

たたみ

木製　H=150

板張りt＝15

竿縁天井　ベニヤ板ｔ=6

備考 備考

南　立面図

北　立面図

1,920 9,600

西　立面図

断面図
断面図

1/200

1/200

1/200

1/100
1/100

立面図 断面図（教室棟）
６
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WD WD

WW

1

前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

校長室兼職員室

放送室

玄関

玄関ﾎｰﾙ
図書室

4,
80

0

教室 教室

廊下

2,880 3,840 2,880 1,920 1,920

9,600 9,600 9,600 3,840 9,600 9,600

51,840

5,760

1,
9
20

7,
68

0

9
,6
0
0

1,
92

0

11
,5

20

1,920 1,9208,640 960

9,600 9,600 9,600 3,840 9,600 9,600

51,840

和室

教室 教室

教室 教室

1,
92

0
7,

68
0

9
,6

00
1,

92
0

11
,5

20

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WD

1

WWAD

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

WW

1

WD

1W
D

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

SS

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

3

WW

3

WW

111

AW

1

AW WW WW

1

WD

廊下

1

AW

1

AW

1

AW

1

WD WW

1 1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1W
W

1WW

1WD

1W
W

1WW

1WD

1W
W

1WW

1WD

1WD 1WD

2W
W

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1 1

WW

1 1 1 1

AW AWWW

2 2

AW

2

AW

2

WW WW WW WW

11

WD

4 4 4 1

WD

1 4 4 4 1

WDWW WW WW WW WW WW WD

11

WW

1

WW

廊下

1

WD

1

WD

1

AW

1

AW

1

AW

1WD

1111

WW WWWWWW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1S
D

5

WW

3

WD

H24・１・30

1/100

（教室棟） 建具　配置図

照明器具　40w×1　26個１階

２階 照明器具　40w×1　15個

電気配線

※ 電気関係撤去

７
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157.55㎡

ｶﾞﾗｽｔ＝４

H=2,070

前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

寸　　　　法 H=2,070

材　　　　質 木製 ｶﾞﾗｽｔ＝４

姿　　　　図

WW－１ WW－１

H=2,070 ｱﾙﾐｻｯｼ　（W=1,720　H=1,365）

木製・ｱﾙﾐ　 ｶﾞﾗｽｔ＝４

6
25

8
0

1,
36

5

6
25

8
0

1,
36

5

AW－１ WD－１

W=1,770

1,770

W=1,770

1,770

1,
9
70

1,770

ｶﾞﾗｽｔ＝４

W=1,770 H=1,970

800

1,
9
70

木製 ｶﾞﾗｽｔ＝４

H=1,970

木製

W=800

備　　　　考

姿　　　　図

WW－2

寸　　　　法

材　　　　質 木製 ｶﾞﾗｽｔ＝４

備　　　　考

546

3
13

W=546 H=313

640

1,
3
45

木製 ｶﾞﾗｽｔ＝４

W=640 H=1,345

WW－3 AD-1

1,
7
50

1,710

ｶﾞﾗｽｔ＝４

W=1,710 H=1,750

ｱﾙﾐ

H=2,070

木製 ｶﾞﾗｽｔ＝４

W=1,770

WW－４

6
25

80
1,

36
5

1,770

姿　　　　図

寸　　　　法

材　　　　質

備　　　　考

ｱﾙﾐｻｯｼ　（W=1,720　H=1,365）

ｶﾞﾗｽｔ＝４

1,745

ｱﾙﾐ　

W=1,745

2,
07

0

820

1,
81

5

ｶﾞﾗｽｔ＝４

SD－１

W=820 H＝1,815 ｽﾁｰﾙｻｯｼ

ｽﾁｰﾙ

6
30

60
0

1
,3

60

1,770

80
80

2,
7
50

AW－2 １ WW－５ １ WD－３

ｶﾞﾗｽｔ＝４木製 木製

W=1,770 H=2.750

2,700

2,
3
80

W=2.700 H=2,380

４３枚

2
,0
7
0

3.66㎡ 157.55㎡

2
,0
7
0

3.66㎡

3.66㎡

４９枚 179.34㎡ １９枚 ５枚3.49㎡ 66.31㎡ 1.57㎡

１枚 0.17㎡ 0.17㎡ ２枚 0.86㎡ 1.72㎡ １枚 2.99㎡ 2.99㎡ ６枚

2
,0

70
2
,0

70

21.96㎡

3.61㎡４枚 14.44㎡ 1.49㎡ 1.49㎡ 4.87㎡ 4.87㎡ １枚 6.43㎡ 6.43㎡

ｱﾙﾐ　115.04㎡ 木　61.14㎡

H24・１・30 （教室棟） 建具リスト
８
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前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

1
,9

2
0

4,
8
00

1
,9

2
0

2
,8

80

9,600

2,880 3,840 2,880

9,600 9,600 3,840 9,600 9,600

51,840

1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920 1,920

700

2
90

29
0

29
0

2
90

29
0

2
90

2
90

29
0

29
0

2
90

29
0

2
90

2
90

29
0

29
0

2
90

29
0

2
90

2
90

29
0

29
0

2
90

29
0

2
90

2
90

29
0

29
0

2
90

29
0

2
90

既存部分 解体部分

290 290 290 290 290 290 290 290 290 290 290 290 290 290 290 290

90
90

9
0

90
9
0

9
0

90
90

9
0

90
9
0

9
0

90
90

9
0

90
9
0

9
0

90
90

9
0

90
9
0

9
0

9
0

90
9
0

9
0

9
0

90

9
0

90
9
0

9
0

9
0

90

束石 束石 束石 束石束石

90
9
0

9
0

90

90
9
0

9
0

90

8,610

2
,5

7
5

18
0

180

1,
92
0

1
,9

20
1,

92
0

1
,9

20

1
,9

2
0

7,
6
80

9
,6

00
1,

92
0

7
00

7
00

180

180

580

20
0

41
0

基礎断面祥細図　1／10

基礎伏図　1／100

1／100 1／10

H24・１・30 （教室棟） 基礎伏図
９
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前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

H24・１・30

1/200 1/50

（教室棟） 改修工事

10,500

9,600

35
0

立面図　1/50

50
0

羽目板

3,
1
00

1,800

3,
10

0

6,094

800

内壁
杉　15×150

内壁
杉　15×150

木材保護塗料

杉　15×150

胴縁　杉40×18

木材保護塗料

91.67㎡

5.58㎡

胴縁　杉40×18

5.58㎡
木材保護塗料

胴縁　杉40×18

120

棟包み

棟包み ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾙｳﾑ鋼鈑

下地杉24×120

木材保護塗料

破風板　桧90×25

軒裏　ｹｲ酸ｶﾙｼｭｳﾑ版　ｔ＝５

5

10

800

軒樋

2
,6

50

2
,6

60
4,

10
0

8,
10

0

4,
10
0

11
,3

60

1,000

100160

4
0 野地板　杉ｔ＝9

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾙｳﾑ鋼鈑

16
,3

20

24,960

5,760

6
,7

20
9
,6

00

9
,6

00

1
6,

3
20

6,
72

0
9,
60

0

9,
60

0

24,960

1階　平面図

２階　平面図

外部足場

外部足場

1/200

1/200

1,000

11
,
25

0

9,
60

0

9,600 3,840

垂木　60×45杉

6.094×1.00×2＝12.188

野地板　杉ｔ＝9
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940

屋根張替え
一部

外部足場
1/200

屋根　平面図

巾木杉18×90
木材保護塗料

回り縁　杉45×45

1,800

木材保護塗料

巾木杉18×90
木材保護塗料

回り縁　杉45×45

木材保護塗料

野地板　杉ｔ＝9
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾙｳﾑ鋼鈑 50

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾙｳﾑ鋼鈑ｔ＝0.4

１０
平成２４年度町有施設解体工事



屋根

軒裏

外壁

巾木

犬走

廊下

屁

桶

通気口

建具

建築概要

前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

1,工事名称

4,契約要項

3,工事期間

2,工事場所

5,請保険

6,工事範囲

和知町立和知第二小学校給食棟増築工事

本工事請負業者は工事の目的物及び工事材料について建設工事保険と締結するものとする。

本工事は当町標準仕様書及び本仕様書並びに図面に示す範囲とし尚現場説明事項も含む。其の他　日本建築家協会共通仕様書に依る

図面仕様書中、納り又は取合わせ関係に依り生じたる変更及び構造上、外観上其の他の理由に依り当然必要と認められる変更は係員の指示

に依り無償にて施工する事

給食棟　鉄骨造　平家

１階床面積

建築面積

延床面積

渡り廊下軽鉄骨造平家

69,000㎡122,800㎡

プロパン庫　ブロック造平家

2,000㎡

193,800㎡

7,工事内容

給食室

下処理室

食品庫

便所

廊下

室名 床高

GL + 500

450

550

500

900

600

床 巾木 腰

モルタルコテ押さえ　目地分れ　　H:100

タタミ寄せ

モルタルコテ押さえ　目地分れ　　H:100

防水モルタルコテ押さえ　目地切仕上

タタミ敷　　　厚　50

モルタルコテ押さえ　目地切仕上

モルタルコテ押さえ　目地切仕上

磁気　モザイクタイル　貼 25角　無釉

防水モルタルコテ押さえ　目地切仕上

壁 天井

フレキシブルボード　6×910×1820　底目地貼　AEP仕上

フレキシブルボード　6×910×1820　底目地貼　AEP仕上

フレキシブルボード　6×910×1820　底目地貼　AEP仕上

フレキシブルボード　6×910×1820　底目地貼　AEP仕上

フレキシブルボード　6×910×1820　底目地貼　AEP仕上

廻縁 天井高 備考

ステンレス　SUS 304　　　天井　一部ヨドスパン3000

2400

2400

2200

2990

2840

塩ビコーナー

〃

〃

スプルス

塩ビコーナー

〃

外部仕上表

フレキシブルボード　所目地貼　　b×910×1820　アクリルリシン（AER)吹付

カラベストコロニアル　アスファルトル・フイング22㎏　野地板 t=12mm（コンパネ）

モルタル刷毛引　アクリルリシン(AER)吹付

モルタル刷毛引　　　H= GL +500

モルタルコテ押さえ　目地切　　　t=1000　内外

モルタルコテ押さえ　目地切　　　t=1000　内外　段質　L型ノンスリップタイル

屋根仕上に準ずる

廊下換気口---鋳鉄製、150×600、ステンレス製防虫網貼　２ヶ所　　　天井裏換気口　硬質塩化ビニールパイプφ100　OP仕上、ステンレス防虫網貼　@2000

堅桶　硬質塩化ビニールパイプ100φ　OP仕上　　　取付金物銅製　FB-19×3亜鉛メッキ、かっぱ亜鉛鉄板28♯、軒桶　硬質塩化ビニールパイプ　半120φ

アルミサッシュ　見込70

休憩室

モルタルコテ押さえ　AEP仕上

モルタルコテ押さえ　AEP仕上

モルタルコテ押さえ　AEP仕上

モルタルコテ押さえ　AEP仕上

モルタルコテ押さえ　AEP仕上

モルタルコテ押さえ　AEP仕上

特記事項

O.P ----油性調合ペイント

A.E.P ----アクリル系エマルションエナメル

A.E.R ---- アクリル系エマルションリシン

磁器質　100角タイル貼　　H:1200

磁器質　100角タイル貼　　H:1200

磁器質　100角タイル貼　　H:1100

プラスターボード　9×910×1820　底目地貼　AEP仕上

H24･1･30 （給食棟）

内部仕上表

建築概要 仕上表
11
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廊下

給食室

下処理室

食品室

踏込

休憩

便所

棚

棚

棚 ﾊｯﾁ ﾊｯﾁ ﾊｯﾁ

棚

8,000 3,000

3,975 4,000 2,975
2525

3
,
00
0

8,
0
0
0

8
,
10
0

3
,1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
1,
2
0
0

1
1,
0
0
0

3
,
00
0

4
,0
0
0

4,
0
0
0

9
5
0

8
50

1
00

1
00

1階　平面図

11,000 1,000

8,000 3,000

前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

11,000

1
1,
0
0
0

1
0
0

10
0

1
1,
2
0
0

1：100

ｽﾁｰﾙｶﾞﾗﾘ　□ﾊﾟｲﾌﾟ30×40　OPﾇﾘ

南　立面図 北　立面図 西　立面図

壁　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

巾木　ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　H=600

東　立面図

屋　根　伏　図

11,000

1,700 6,300 3,000

100100

3
,
95
0

5,
6
0
0

廊下
給食室

3
,
0
00

50
0 1
00

1
,
90
0

1
00

8
0
0
10
0

2
,5
0
0

1
,
1
50

8
5
0
1
00

8
0
0

2
,
84
0

6
0
0

1
,
05
0

8
5
0

8
0
0

4
0

1
00

1,300 11,000 1,300

25 25

8
0
0

8
5
0

1
,
15
0

1
00

1
0
0

5
0

1
,
90
0

1
,0
5
0

給食室 食品室3,
00
0

5
0
0

3
60

1
,
90
0

1
00

4
0

2,
40
0

55
0

横　断面図

縦　断面図

平面図　立面図　断面図（給食棟）

屋根　ｶﾗｰﾍﾞｽﾄｺﾛﾆｱﾙ　
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22Kg
野地板　ｺﾝﾊﾟﾈt＝12

1階　床面積　121.00㎡

2,600 1,060 3,200 1,140

8
00

6,80010
2.5

1,000 11,200 1,000

5,600 5,600

3
,
5
70

1,560
950 610

6,850 2,960

1
,
60
0

H24･1･30 12
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前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

1：100

10,950

3,975 4,000 2,975

1
1
,
20
0

3
,
10
0

１ ２ ３ ４

B

2
,1
5
0

1
,
80
0

3
,
1
50

4
,
1
00

1,025
F1 F1 F1 F1

F1F1F1F1

G1 G1 G1

G1 G1 G1

G
1

G
1

G
1

G
1

wF1 wF1 wF1

wF1

P1

P1

wF1

P2 P2

P2

P2

P2

P2

P2P2

P2

P2

P2

P2

8
,
1
00

A

C

ｽﾗﾌﾞt＝100

GL

1
50

35
0

2
5
0

2
5
0

5
0

2
00

400

1,200

3-D163-D16
2-D16
ﾌｰﾌﾟD10-@100

縦横共7-D13

60
0

40
0

3
5
0

2
5
0

5
0

2
00

600

250

100

2-D19

D10-@200

2-D19

D10ー@200

ｽﾗﾌﾞt＝100
D10ー@200

ｽﾗﾌﾞt＝100
D10ー@200

ｽﾗﾌﾞt＝100
D10ー@200

ｽﾗﾌﾞt＝100
D10ー@200

ｽﾗﾌﾞt＝100
D10ー@200

ｽﾗﾌﾞt＝100
D10ー@200

D10-@200

D10-@200
D10-@200

60
0

40
0

5
50

100

250

2-D19

2-D19

D10-@200

F1
wF1

G1

10,950

3,975 4,000 2,975

1
1
,
20
0

3
,
10
0

１ ２ ３ ４

B

8
,
1
00

A

C

GL

3
,
9
50

10
0

3,100 8,100 3,975 4,000 2,975

3
,
9
50

10
0

300 750 750 300

7
5
0

7
50

柱

柱・梁リスト

C1

P1

H-298×149×5.5×8(2PL-9）

H-100×100×5.5×8

2C-100×50×20×1.6

Bv

B1

G3

G2

G1

2C-100×50×20×1.6

ﾌﾗﾝｼﾞ PL-9×100 ｳｪｰﾌﾞPL－6×184～82

H-200×100×5.5×8

H-100×100×5.5×8

H-298×149×5.5×8

端部 ﾌﾗﾝｼ P゙L-9×100 ｳｪｰﾌﾞPL－6×184

中央 H-200×100×5.5×8

梁

C1 C1 C1

C1 C1 C1 C1

G1 G1 G1

G1 G1 G1

G
2 G
2 G
2

G
2

G3G3G3G3

G3 G3 G3 G3

B
1

B
1

B
1

B
1

B
1

B
1

B2B2B2

B2B2B2

B2

B1B1B1

斜め補助筋3-D13

G3

G3 G3

G3

G
3

2C-100×50×20×1.6
母屋 母屋 母屋

2C-100×50×20×1.6C-100×50×20×1.6

C1
C1

G2 G2

P1 P1P2

同縁 2C-100×50×20×1.6

ブレスD16-1
ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付

基礎伏図
小屋伏図

1通り　軸組図 C通り　軸組図

構造図（給食棟）

詳細図　1:30

50
20
0

P2

P1

P1

H24･1･30
13

平成24年度町有施設解体工事



冷凍庫　　　　　1175×810×1905

３

前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

便所

廊下 １

給食室
１

下処理室 １

食品室 １

２踏込

休憩 ２

１

３

３

３

４

天井伏図

廊下

給食室

下処理室

食品室

踏込

休憩

便所

棚

棚

棚

１

１

２

２

２

２

２

３

4
,
60
0

2,750 2,750

1,900 1,700 1,900

1,800

1
,0
0
0

１ 防水ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

４ 磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り　25角無釉

３ たたみ敷き t=50

２ ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

溝

溝

便槽

ﾅｼｮﾅﾙｸﾘｰﾝﾄｲﾚ

ｴｰｽ600S

1,000角

1
,0
4
0

1
00

8
0

1
0
0

8
0

１

２

３

４

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ　6×910×1820

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ　6×910×1820

ﾖﾄﾞｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ
床板　ｺﾝﾊﾟﾈt=12

束石　ｺﾝｸﾘｰﾄ200×200

大引　桧90×90＠900

根太　桧45×45＠450

４

ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ

会所450×450

会所450×450 会所450×450

会所450×450

会所450×450

100 100

100

1
25

40

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
00

床伏図

（給食棟） 床伏図 天井伏図

1:30

便槽詳細図　1:30
20 1,200 20

60
0

1
2
0

80
0

120 120

12
0

2
0

2
0

2
0

1
20

2
0

1
00

ﾀﾃ･ﾖｺ共6φー＠200

GL
塩ビ板t=5 鉄板蓋t=4.5

ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ詳細　1;30

300

15
0

溝詳細図　1:10
8
0

1
00

3
0

450

H24･1･30

ダクト300×400

電気関係撤去

照明器具

40w×1　12個 40w×2　4個

30w　　　1個

空調関係撤去

ﾀﾞｸﾄ　300×400　5m

厨房関係撤去

回転式ｶﾞｽ煮炊釜1160×740×825

ﾌﾗｲﾔｰ　　　　　1075×575×800 ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ　 9.5×910×1820
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前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

1：100

ｽﾛｰﾌﾟ下る

13
,
5
0
0

8
,5
0
0

3,
0
0
0

2
,
0
00

2
,
0
00

2
,0
0
0

2
,
50
0

4
,
0
00

2
,
00
0

2
,
00
0

2
,
5
00

8,000 2,000

2,000 2,000 2,000 2,000

2,
4
5
0

4
,
3
50

2
,
30
0

4
,2
0
0

750 2,000 750

2,000

500 500

300 300

10
0

30
80

床　ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

STK-41　60.5×2.3

STK-41　34.0×2.3

水平ﾌﾞﾚｰｽ13φ

ﾖﾄﾞﾙｰﾌ88ｱ0.6

STK-41　60.5×2.3

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ

矩計図

1
3
,
50
0

3
,
00
0

2
,0
0
0

2,
0
0
0

2
,
00
0

2,
0
0
0

2
,5
0
0

4
5
0

150 150

1
5
0

1
50

2
,
30
0

150 150

STK-41　60.5×2.3

STK-41　34.0×2.3

水平ﾌﾞﾚｰｽ13φ

2
,
00
0

2,
5
0
0

4
,0
0
0

2,
0
0
0

8,000 2,000

2,000 2,000 2,000 2,000

ﾖﾄﾞﾙｰﾌ88ｱ0.6

ﾖﾄﾞﾙｰﾌ88ｱ0.6

1階　平面図

小屋伏図

R階　平面図

矩計図

（給食棟） 渡り廊下構造図

500 500

5
00

5
0
0

500 5002,000

3,000

14
,
5
0
0

3,000 8,000

3,000

2
,
9
20

8
,5
0
0

3
0
0

ﾖﾄﾞﾙｰﾌ88ｱ0.6

ﾖﾄﾞﾙｰﾌ88ｱ0.6

STK-41　60.5×2.3

STK-41　60.5×2.3

3,170

14
,
7
50

3,500

1
1
,
42
0

3
,
1
70

4,830

H24･1･30 15
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棚

5,000

2,500 2,500

4,
00

0

2,
0
00

2
,0

00

2,000W=
H=1,800

W=
1,

30
0

H=
1
,1

00

ｽ
ﾁｰ

ﾙ
ｻｯ

ｼ

前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

5,000

2,500 2,500

4,000

2,0002,000

母屋　C-100×50×20×3.2

4,000

2,0002,000

400 400

3,
00

0

60
0

2,
40
0

梁　C-100×50×20×3.2

床　土間ｺﾝｸﾙｰﾄt＝120

巾木　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

外壁　小波鉄板

屋根　小波ｽﾚｰﾄ葺

梁　C-100×50×20×3.2

梁　2C-100×50×20×3.2

C-100×50×20×3.2

C-100×50×20×3.2

C-100×50×20×3.2

C-100×50×20×3.2

10

3

ｽﾁｰﾙｼｬｯﾀｰ

1
00

10
0

5
00

15
0

500 500

120 120

西　立面図

GL

南　立面図

平面図

断面図

1:30

2,49
0

360 360

H24･1･30 （器具庫） 平面　立面　断面図
16
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20
0

2,
0
002,

20
0

30
0

2,
0
00

725

外壁　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

1,450

前田
Kazu 一級建築士事務所
前田和成 （一級建築士登録番号　第158503号）

図面番号工事名称

図面名称製作日

縮尺承　諾 設　計 担　当 製　図訂正

2,900

母屋　C-100×50×20×3.2

梁　C-100×50×20×3.2

屋根　小波ｽﾚｰﾄ葺

2,000 2,000

小波石綿ｽﾚｰﾄt-6.3

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ
350200

2,
1
00

1
,9
0
0

2
80

2
,1
8
0

SD

H=1,900
W= 75757575

1,
00
0

2,000

1,000

350 200

2,
1
00

28
0

2
,1

8
0

1
,9

00

5
00

10
0

150

150 150

1,
00

0

2,000

2,900

1,600W=

2,000H=

ｼｬｯﾀｰ

1,
4
50

75 75 75 75

75
7
5

20
0

2,
0
002,

20
0

30
0

2,
0
00

725

外壁　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

1
00

150 50
0

150

9φ－@200

9φ－@200

プロパン庫

西　立面図 東　立面図

平面図

北　立面図

断面図
床伏図

西　立面図 南　立面図

断面図

平面図

1:30

倉庫

2,250

7
5

7
5

1,700

2,850

1,250

1,000

1,450

150 150

15
0

1
50

10
0

10
0

650 650

245 245

20
0

H24･1･30 （プロパン庫・倉庫） 平面　立面　断面図
17
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